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921 Mortiere〃a　alpina 　t　s−4 より誘導されたア ラキ ドン酸高生産変異株による

ア ラ キ ドン酸の生産 （1）

（京大院農 ・応用生命）○松村賢司 、 平野由利子 、 鎌田　望 、 浅野貴弘 、

櫻 谷英治、 ’」、川 　］11fi、清水　昌

【目的】我々 はこれ迄 に 、 M ，　aノρina　ts−4 を変 異処 理するこ とに よ り、 様々な脂肪酸不

飽和化酵素 （DS ）活性欠損 も しくは活性向上変異株を取得 して きた 。 　 今回は 、
　 IS−4

株を変異処理するこ と によ り、 ア ラキ ドン酸 （AA ）高生産変異 株 の 取得を試 みた 。

【方法 ・結果】 Malpina 　1　S−4の 胞子をニ トロ ソ グアニ ジン処理 し、得 られたコ ロニ ー

の 脂肪酸組 成 をガスク ロ マ トグラ フ ィ
ー

で 分析するこ とにより、 全脂肪酸中の AA 含量

が 1S−4株よ り上昇 した変異株 Y135、　 Y61、　 Y11、　 SR106 な ど数株を得た 。 　 これ らの 変

異株には 、 低温 （〈20℃ ）培養時に AA を前駆体 と して ω 3−DS 反応 によ り生成するエ

イ コサ ペ ンタエ ン酸 （EPA ）の 割合が減少 してい るもの も あ っ た 。 特に Y11 株で は 、 低

温培養条件下 で EPA の生産は全 く見 られず、ω 3−DS が欠損 して いると考えられる。 こ

の ように菌体内で 生成 した AA が EPA に変換されないこ とが、 変異株の AA 蓄積能を向

上さぜる
一

因 と考え られる 。　 それぞ れの 変 異株の 培養条件 を検討 した結果 、 最も AA

生産能の高か っ た Y11 株で は 、 親株 1S−4 の 約 1．4 倍 （5．O　 mg ！ml ）の AA を生産する こ

とがで きた 。　 また、 この 時 EPA は全く検出されなか っ た 。
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【∈ヨ的 】前 報に おいて 、 M ．　aipina 　I　S−4 か ら、 アラ キ ドン酸 （AA）高生 産変異株 Y1　35、

Y61 が得 られたこ と を報告 した 。 本報では 、
　 Y135、

　Y61 を親株として 変異処理 を行い 、

さ らなる AA 高生産変異 株の 取得を試みた 。

【方法 ・結果】前報と同様の ス クリ
ー

ニ ング方法によ り 、 Y135
、
　 Y　61株よ り菌体内全

脂肪酸に対する AA の 割合が高い アラキ ドン酸高生産変異株が 4 株 、 ω 3 不飽和化酵素

活性低下 変異株が t株得 られた 。 これらの 変異株の AA 生産能 を比較 した と こ ろ 、
　Yl　35

由来の ST1358 株が最 も優れて いるこ とがわか っ た 。 最適培養条件下で の ST1358 株の

AA 生産量は 、 9．5　mg ！ml に達した 。 また 、 全 脂肪酸に対する AA の 割合は、約 70 ％で あ

っ た 。
ST1358株は、 培地〔‡】の グル コ

ー
ス 消費速度が他の 生産株に比 して 速く 、 低温培

養時における AA か らエ イ コ サ ペ ン タエ ン 酸 （EPA ）へ の 変換量も微罩 （0．01　mg ！ml ）で

あ っ た 。 こ れ らの 性質の 変化が
、

AA の 高生産の 原因と考えられる 。
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